
地域密着型金融の取組事例（平成 27年度） 

農山漁村等地域の情報集積を活用した持続可能な農山漁村等地域育成への貢献 

タイトル 館林ケーブルテレビと連携した小学校・幼稚園での食農教育

ＪＡ名 邑楽館林 （群馬県） 

１ 動機 

（経緯） 

ＪＡ邑楽館林では、農産物やＪＡを広く知っていただくため、館林ケーブルテ

レビと連携し、地域の子供達への食農教育を実施しています。

２ 概要 平成 26 年４月より、館林市の小学校を対象に、「食農講座」と「食農クイズ」

を毎月行い、その様子を館林ケーブルテレビの「でんえんまる情報局」で毎日放

映しています。 

また、２年目以降は同市の幼稚園も対象とし、食農教育に加えて、当ＪＡのマ

スコットキャラクターである「でんえんまる」と一緒に「きゅうりちゃん音頭」

を踊っています。 

３ 成果 

（効果） 

食に関する「知識」や「大切さ」を、子供達だけでなく、ケーブルテレビの視

聴者にも伝えることができ、農産物を身近に感じてもらえたことにより、直売所

「ぽんぽこ」等の利用拡大にもつながりました。また、「でんえんまる」とのふれ

あいを通じて、小さな子供たちに対してもＪＡ邑楽館林を知ってもらえることが

できました。 

４ 今後の

予定（課題） 

今後は、館林市以外の地域にも同様の取組みを広げていき、地域の子供達に“食”

と“農”を学んでもらえればと考えています。 

【食農クイズの様子】 

【きゅうりちゃん音頭の様子】 


